
  

大項目 ④コミュニケーション手段の選択と活用 

 

小項目 【１】うまく要求を伝える・選択する 

 

タイトル 

（教材名） 

絵（文字）カードコミュニケーション① 

目的 

身につけてほしい力 

カードの使い方を学習する。 

教材の概要 

材料 

作り方 

工夫点など 

画像 

好きな物（実物）とそのカード（写真やイラスト）を用意する。 

※はじめてカードの使い方を教える時は、トイレや公園などの場所

カードではなく、好きなおもちゃやお菓子など、要求が出やすい

もの、かつカードを渡した後すぐにその意味（カードを渡すこと

のメリット）がわかるものが良い。 

※ラミネートしたカードは、机上だと取りづらいことがある。必要

に応じて裏にマジックテープなどをつけて、取りやすくしておく

と良い（段差がつくものであれば何でも良いが、後にどこかに貼

り付けることを考えると、はじめからマジックテープをつけてお

くほうが良い）。 

教材の使用方法 はじめに 

児童生徒からカードをもらう指導者（Ｔ１）と、児童生徒にカードを渡

すよう促す指導者（Ｔ２）の２名で指導することがのぞましい。 

①机上におもちゃとカードを置く（その他には何も置かない）。 

②児童生徒がおもちゃに手を伸ばした時に、Ｔ２がその手をカードの方

に向けさせ、一緒にＴ１に渡す。 

③カードを渡せたらおもちゃを手渡す。何度も繰り返し、活動の意味を

覚えられるようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

その他 
参考：絵カード交換式コミュニケーション・システム（ＰＥＣＳ

ペ ク ス

） 

ステップ１ 



 

大項目 ④コミュニケーション手段の選択と活用 

 

小項目 【１】うまく要求を伝える・選択する 

 

タイトル 

（教材名） 

絵（文字）カードコミュニケーション② 

目的 

身につけてほしい力 

２枚のカードの中から自分の意思を表出する。 

教材の概要 

材料 

作り方 

工夫点など 

画像 

カードを２枚用意する。 

※好きなお菓子やおもちゃの写真を２枚提示すると、選んだカード

が本当に自分の意思なのかどうかがわかりづらいため、はじめは

好きなものと苦手なもの（もしくは全く無関係のもの）の２枚を

用意する。 

教材の使用方法 ①机上に２枚のカードを置く（その他には何も置かない）。 

  

②児童生徒が選択したカードを受け取り、具体物を手渡す。 

 ※苦手なもののカードを選んだ場合でも。 

③このやりとりを繰り返すことで、カードの有効性を理解できるように

していく。 

 

※右利きの場合は右側のカードを手にする傾向があるので、はじめは正

しいカードを右側において成功体験を積むと良い。慣れてきたら左右

を入れ替えて実施する。左右を入れ替える時は、児童が正しいカード

を目で追っていることもあるため、隠しながら入れ替える。また、上

下に置くなど、置き場所が一定にならないようにする。 

※カードは適宜替えていく（苦手なもの、無関係のカードも）。 

 

 

 

 

 

 

その他 
参考：絵カード交換式コミュニケーション・システム（ＰＥＣＳ

ペ ク ス

） 

ステップ２ 



 

 

大項目 ④コミュニケーション手段の選択と活用 

 

小項目 【１】うまく要求を伝える・選択する 

 

タイトル 

（教材名） 

絵（文字）カードコミュニケーション③ 

目的 

身につけてほしい力 

カードを使って、自分の要求を相手により詳しく伝える力を養う。 

教材の概要 

 

 

材料 

作り方 

工夫点など 

 

画像 

 

①ラミネートし、裏面にマグネットかマジックテープのついたカードを

用意する。 

※マグネットは接着強度が弱いので操作がしやすいというメリット

があるが、取れやすいというデメリットもあるので、手指の力があ

る児童生徒に使用する場合や、外出先で使用する場合はマジックテ

ープの方が良い。ＰＥＣＳではマジックテープを使用） 

②カード等を貼るボードを作る。 

 頑丈なボードや板にマジックテープかマグネットを貼る。 

教材の使用方法 ①予めボードに「ください」を意味したカードを貼っておく。 

②そのボードに自分のほしいカードを貼らせて、「○○ください」とい

う文を作る。 

③②の使い方に慣れれば、「ください」のカードは外し、自分で２枚貼

れるようにする。 

※イラストだけではなく文字も入 

れておくと、外出先で買い物を 

する時などに、お店の方に伝わ 

りやすい。 

 

 

 

 

 

その他 
参考：絵カード交換式コミュニケーション・システム（ＰＥＣＳ

ペ ク ス

） 

ステップ３ 


